
フォームからの事前登録制参加
登録

参加費
無料 
参加費
無料 
当日参加OK

開催
方法

水戸京成ホテル場 所

日 時

（水戸市三の丸1-4-73）

対面　 オンライン⊕

共　　催：茨城大学 茨城県地域気候変動適応センター（iLCCAC）　茨城県
問　合　せ：茨城大学地球・地域環境共創機構（GLEC）　茨城県地域気候変動適応センター（iLCCAC）
　　　　　TEL: 029-228-8800　E-mail: ilccac@ml.ibaraki.ac.jp　https://www.ilccac.ibaraki.ac.jp/　　　　　

2024年は歴史的に最も暑い1年となり、農産物にも大きな影響がありました。収穫量と品質の低下は経済的な問題を引き
起こし、消費者にも直接的な影響を及ぼしました。
本シンポジウムでは、農研機構の櫻井氏を基調講演にお招きし、多作物の気候変動影響と適応策を紹介していただきます。
その後、茨城県内の気候変動影響と適応策に関する最新の知見や茨城県地域気候変動適応センターの活動を共有し、地
域での適応を推進して参ります。
多くの方々のご参加を心よりお待ち申しあげております。

※オンライン参加でお申し込みいただいた方へは、メールで参加のアクセス先が届きますので、
そちらからご参加ください。

※現地参加からオンライン参加へ変更する場合は、改めてオンライン参加での申し込みをお願
いします。
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茨城県地域気候変動適応センター
シンポジウム

茨城県地域気候変動適応センター
シンポジウム
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開会挨拶
横木 裕宗 （茨城県地域気候変動適応センター長/茨城大学応用理工学野教授）

来賓挨拶
小林 敦 （茨城県県民生活環境部環境政策課 課長補佐）

データに語らせる気候変動と農業：複数作物の統合的評価
櫻井 玄 （国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 農業環境研究部門 上級研究員）

地域特産物への影響と適応策：奥久慈りんごと大子漆
小寺 昭彦 （茨城大学地球・地域環境共創機構 応用生物学野講師）

果菜類における安定多収栽培に向けた高温対策について
望月 佑哉 （茨城大学 応用生物学野講師）

閉　　会
【司会】 槇田 容子（茨城大学 地球・地域環境共創機構学術振興研究員）

プログラム

現地参加者
の方はこちら

オンライン参加者
の方はこちら


